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申請者は，軟骨前駆細胞株 ATDC5 細胞を用い，Bmal1-luc レポーターを導入し ATDC5Bmal1-luc
細胞を作製した．分化マーカーとしてⅡ型コラーゲン，アグリカン，Ⅹ型コラーゲンの遺伝子
発現を real time RT-PCR 法で測定し，細胞外基質の産生をアルシアンブルー染色で評価した．




日リズムを示した．同調刺激後 41 時間に PTH を 10−10M の濃度で加えた群では有意な位相変位
を認めなかったが，10−9M，10−8M の濃度で加えた群では位相が後退した．同調刺激後 50 時間
に 10−10M の濃度で加えた群では有意な位相変位を認めなかったが，10−9M，10−8M の濃度で加
えた群では位相が前進した．PTH を 10−8M の濃度で同調刺激後 44 時間に加えた群では最大約
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